
84
vol.

2024.8.1

P I C K  U P

02 補正予算を審査！６月定例会報告 p.4

03 12人が登壇！ 市政を質す一般質問 p.8

01 中学生保護者との意見交換会を開催 p.2

夕日が映える田園風景（徳久町地内）



０２

令和６年５月 20 日 ( 月 )　能美市役所 協議会室・委員会室にて

　
能
美
市
は
令
和
７
年
度
末
ま

で
に
休
日
の
地
域
移
行
の
完
了

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
日
に
つ

い
て
は
、
移
行
が
可
能
な
部
活
動

に
お
い
て
、
そ
の
状
況
を
見
て
判

断
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

陸 上 部

吹奏楽部

野 球 部

バスケ部

部活動に打ち込む中学生

中
学
生
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会

部活動ごとの意見

　
現
在
、
中
学
校
で
は
休
日
の
部

活
動
を
段
階
的
に
地
域
移
行
し

て
い
く
動
き
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
は

「
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
」
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
お
り
、
市

内
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
中

学
生
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

部
活
動
の
地
域
移
行
と
は

　
部
活
動
の
地
域
移
行
と
は
、
こ

れ
ま
で
学
校
が
主
体
と
な
っ
て

き
た
部
活
動
を
、
新
た
に
地
域
が

主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
「
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
」
に
移
行
す
る
こ
と

で
す
。
各
部
活
動
の
実
態
に
応
じ

て
、
部
活
動
指
導
員
を
活
用
す
る

こ
と
や
、
部
員
が
少
な
い
学
校
で

は
、
複
数
の
学
校
で
合
同
練
習
を

行
う
こ
と
な
ど
の
地
域
連
携
に

も
取
り
組
み
な
が
ら
、
地
域
移
行

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
会
や
練
習
試
合
へ
の
引
率
に

つ
い
て

　
背
景
に
は
少
子
化
に
よ
る
生

徒
の
減
少
や
教
員
の
働
き
方
改

革
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
外

の
教
員
が
部
活
の
顧
問
と
な
っ

た
場
合
、
教
員
の
負
担
は
大
き

く
、
生
徒
に
と
っ
て
も
不
安
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、
能
美
市
で
は
休
日
の
部

活
動
の
地
域
移
行
を
令
和
７
年

度
末
ま
で
に
進
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
に
中
学
校
体
育
連
盟
主
催

の
大
会
な
ど
の
引
率
は
、
規
定
に

よ
り
顧
問
の
教
員
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

土日は物見山陸上競技場に行くため、送迎の負担が大きい

平日と土日で指導者が変わると子どもたちが混乱する

合同チームとなった場合、子どもたちの心理面が心配

寺井にクラブがあるが、辰口や根上の子どもは通えるのか

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
を

進
め
る
き
っ
か
け

平
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
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添
い
、
一
部
の
子
ど
も
だ
け
を
優

遇
す
る
の
で
は
な
く
、
平
等
に
指

導
し
て
ほ
し
い
。

● 

学
校
生
活
と
部
活
動
を
切
り

離
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
学
校
側
に

報
告
し
、
先
生
と
指
導
者
が
連
携

し
た
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。

● 

コ
ー
チ
の
都
合
や
子
ど
も
た

ち
の
移
動
で
部
活
動
の
開
始
時

刻
が
遅
く
な
る
こ
と
で
、
夕
食
の

時
間
が
遅
れ
た
り
、
勉
強
時
間
の

確
保
が
難
し
く
な
り
そ
う
。

● 

子
ど
も
に
怪
我
や
体
調
変
化

等
が
起
き
た
場
合
の
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。   

今回の意見交換会の模様や参加者へのインタビューが YouTube で視聴できます。

ぜひご覧ください！「能美市議会 YouTube」で検索！

意

見

交

換

会

断
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
、
指
導
者
、
親
の
連
携
が
極
め
て
大
切
だ

と
感
じ
た
。
ま
た
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち

を
第
一
に
考
え
、
議
会
と
し
て
も
、
健
全
で

持
続
可
能
な
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

た
実
効
性
の
あ
る
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

意
見
交
換
会
を
終
え
て

・
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
ま
だ
多
い
で
す

　
が
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
機
会
が
あ
っ
て

　
良
か
っ
た
で
す
。

・
地
域
移
行
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ

　
て
い
な
い
保
護
者
の
方
も
い
た
の
で
、
説

　
明
を
き
ち
ん
と
し
て
周
知
し
な
い
と
、
理

　
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
議
員
の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
が
不
安
に
思
っ

　
て
い
る
事
を
聞
い
て
下
さ
る
姿
を
見
て
、

　
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

・
今
後
、
保
護
者
と
議
会
が
一
つ
と
な
っ
て

　
地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
取
り
組
み
が

　
何
か
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

部活動の地域移行を考える

保
護
者
の
思
い

● 

地
域
移
行
を
実
施
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
保
護
者
に
対
し
て
し
っ

か
り
と
具
体
的
な
説
明
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

● 

地
域
移
行
が
適
し
て
い
る
部

活
と
適
し
て
い
な
い
部
活
の
見

極
め
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ほ

し
い
。

● 
休
日
の
送
迎
を
親
が
行
う
こ

と
に
な
る
と
負
担
が
大
き
く
な

り
そ
う
。

● 

地
域
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
費
用
面
で
の
負
担
が
こ
れ
ま

で
よ
り
も
増
え
る
の
で
は
。

● 

本
格
的
な
競
技
ク
ラ
ブ
だ
け

で
は
な
く
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
が
あ

る
と
う
れ
し
い
。

● 

地
域
移
行
し
た
場
合
、
指
導
者

は
生
徒
の
学
校
で
の
様
子
を
把

握
で
き
な
い
た
め
、
勉
強
と
の
両

立
や
心
の
ケ
ア
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
考
え
て
ほ
し
い
。 

● 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
寄
り



令和６年６月定例会報告
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　令和６年６月定例会が６月５日から 6 月 26 日まで（22 日間）開催され、審査の結果、  

議案 31 件を可決・承認しました。

　今回は、令和 6 年能登半島地震復旧・復興に関する補正予算等が計上されました。

　ここでは、  その主な内容をピックアップして紹介します。

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

万円1,000予算額災害備蓄品の備蓄量を拡充

大規模災害への備え

A
簡易トイレ袋は家屋の倒壊等により家庭備

蓄を失う人数を 4,200 人と想定。7 日分を

14 万 7 千枚と見積り、現在保有の約 3 万枚

に 12 万枚を追加することとした。使い捨て

哺乳瓶は、4,200 人のうち乳幼児を 2.2％と

想定し、現在の約 700 個に 4,500 個追加す

ることとした。

令和 6 年能登半島地震により、水道等のライフラ

インが途絶えた状況下でニーズが高かった災害

備蓄品（簡易トイレ袋、使い捨て哺乳瓶）の備蓄量

を発災後 3 日分から 7 日分に拡充します。

災害時用簡易トイレ袋の使用例

その他の補正予算の

詳細は市ホームページを

ご覧ください。

Q 簡易トイレ袋12万枚、使い捨て哺乳瓶
4,500個の追加数の根拠は

1　6,000予算額
崩落した市道緑が丘東37号
線等を復旧

令和 6 年能登半島地震の影響により崩落した市

道緑が丘東 37 号線等の道路の復旧工事を行いま

す。

一部が崩落した市道緑が丘東 37 号線

緑が丘東37号線の完全復旧はいつ頃に
なるのかQ

A
緑が丘東 37 号線については、年内の復旧を

目指している。

Q 上開発町側への土砂崩れへの対応はど
の程度するのか

A 土砂崩れへの対応は、今回の復旧工事で崩

れ落ちた土や、土嚢の撤去、埋没した水路の

復旧も行い、被災前の状態に戻す。

億 　　　　　 万円



０５

定

例

会

報
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九谷焼美術館｜体験館｜の屋根を復旧

現在の地域共生交流館

A
7 月中の着工を目指し、工期は 3 週間程度

を見込んでいる。

今年の秋に予定している体験館のリニュー

アルオープンに間に合うように進めていく。

いつ着工して、どのくらいの工期を想
定しているのかQ

令和 6 年能登半島地震で被害のあった九谷焼美

術館｜体験館｜屋根瓦の破損や、屋根棟のずれを

修繕します。

万円120予算額

被災した九谷焼美術館｜体験館｜の屋根

被災宅地等の復旧工事費を補助

能美市立浜小学校

万円6,500予算額

A 被災状況については、市の職員が

写真や現地で確認する。

Q 宅地の被災状況の確認は
どのように行うのか

被災した宅地の早期復旧を図るため、所有者が実施

する宅地の復旧工事に対する費用を支援します。

補助額：補助対象額から 50 万円を控除した額の 5/6

億 　　　　　 万円1　2,990予算額児童手当・給付金の内容を拡充

手当や給付金を受けるためには、
申請が必要なのかQ

A
新たに受給資格を得ることとなる高校生

などについては、申請が必要となってくる

ので、今後、対象者への個別通知を予定して

いる。

国の児童手当制度の抜本的拡充に伴い、事業費を

増額します。

〈児童手当拡充内容〉

①支給対象を中学生年代から高校生年代までへ延長

②所得制限を撤廃

③第 3 子以降の児童は月額 3 万円に増額

④算定児童を高校生年代から 22 歳年度末へ延長

⑤支払月を年 3 回から年６回に変更
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災害備蓄品整備費について を実施議員間討議
災害備蓄品（簡易トイレ袋と使い捨て哺乳瓶）の追加整備について

今回の補正予算で災害対策費の災害備蓄品整備費を拡充したことに対し、２つの論点で議員間討議が行

われました。

追加購入する数量が不十分ではないか論点①

・ 今回の追加整備において基準となる4,200人という数字は、能美市の人口の1割弱にしか過ぎ

  ず、追加の備蓄が必要だ。

・ 備蓄数は石川県の試算をもとに算出しており、追加整備の数としては妥当である。

・ 個人または家族で、1枚の簡易トイレ袋を複数回使用することも選択肢の一つではないか。

近藤 啓子 議員（日本共産党）

取り残しが予測される
デジタル地域通貨「トチツーカ」はマイ

ナンバーカードの利用が前提であり、

一部の人の取り残しが予測される。

反

対

賛

成

今尾 晃司 議員（流和のみ）

成功事例となることを期待する
スマートインクルーシブシティ推進事業

により、公民館の利便性、地域力、市民

力の向上につながる成功事例を期待する。

私はこう考える！討論で 賛成 反対「 「
」」

近藤 啓子 議員（日本共産党）

今後の可能性を考えて廃止はやめよ
月5千円の福祉手当を対象者がいなくなっ

たため廃止するものだが、今後の可能性

を考えて残すべきではないか。

反

対

賛

成

荒井 昌宏 議員（能美保守の会）

能美市外国人高齢者福祉手当支給条例を廃止する条例について

役割を終えている
今後、受給資格に該当する者がおらず、

役割を終えている。

令和6年度能美市一般会計補正予算（第２号）

個人による備蓄の重要性を訴えていく事の大切さ論点②

・ 市が全市民分の災害備蓄品を整備することは現実的ではなく、各家庭においても備えてもらう

　ように市から積極的に啓発・周知活動すべき。

・ 災害の際に、簡易トイレ袋を必要としている人に速やかに行きわたるよう、指定避難所だけでな

　く町会・町内会における備蓄を進めていくことが大切である。

まとめ
議員間討議の結果、以下の合意形成に至りました。まとめ

今回の補正予算には賛成だが、市としての備蓄を今一度検討の上、増加することを求める。その際には、市が

備品配布の効率化の面から、町会・町内会に対して備蓄品に係る補助制度を創設し、備蓄の後押しが必要では

ないか。

意 

見

意 
見



決
議
１
件
・
意
見
書
２
件
を
全
会
一
致
で
可
決

０７

６月定例会 議決結果と議員の賛否
全議案の議決結果は

市議会ホームページで

公開しています

議案31件のうち

賛否が分かれた議案
果

結

決

議

可
決

○：賛成

×：反対

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

杉
田
　
隆
一

近
藤
　
啓
子

東
　
　
正
幸

南
山
　
修
一

田
中
策
次
郎

田
中
大
佐
久

山
本
　
　
悟

仙
台
　
謙
三

北
村
　
周
士

卯
野
　
修
三

山
下
　
　
毅

今
尾
　
晃
司

澤
田
　
　
貞

中
村
　
純
子

荒
井
　
昌
宏

議決結果 全議案可決・承認 市長提出 … 28件　　議員提出 … ３件　　

能美保守の会 流和のみ 公明党 清風絆 日本共産党

能美市ひとり親家庭等福祉手当支給条例を廃止する条例
について

能美市本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特
例に関する条例の一部を改正する条例について

能美市乳幼児等の医療費助成に関する条例の一部を改正
する条例について

能美市企業立地の促進等による地域における産業集積の
形成及び活性化のための固定資産税の課税免除に関する
条例の一部を改正する条例について

能美市介護老人保健施設条例の一部を改正する条例につ
いて

能美市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用等に関
する条例の一部を改正する条例について

石川県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

能美市外国人高齢者福祉手当支給条例を廃止する条例に
ついて

令和６年度能美市一般会計補正予算（第２号）

専決処分の報告について
（能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専
　決処分の承認を求めることについて）

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

承
認

可
決

可
決

可
決

定

例

会

報

告

① 北陸新幹線の米原ルートへの再考を求める決議

北陸新幹線を太平洋側、首都圏のみならず関西圏とも早期に接続をするためにも、敦賀・米原間

の接続が最良の選択であり、改めて、米原ルートへの再考を強く要望するものである。

② 令和６年能登半島地震からの復旧・復興への更なる支援を求める意見書

被災者の方々が一日も早く穏やかな生活を取り戻し、息の長い取り組みとなる「創造的復興」が

着実に実現できるよう、補助制度の創設・拡充など、更なる復旧・復興への支援を行うこと。

③ 教職員の重要性を踏まえた教師の処遇改善を求める意見書

1.教育の質の向上や勤務環境の改善に向け、小学校教科担任制の拡充をはじめ、教職員定数の改

　善、支援スタッフの配置充実等を図ること。

2.優れた人材を確保するため、本年度中に公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する

　特別措置法改正案を提出し、処遇の抜本的な改善を図ること。

3.不登校やいじめ、特別支援教育等の学校全体の取り組みに中核的な役割を果たしている教師な

　ど、職責や負担に応じた処遇改善を図ること。

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×



が
あ
る
。
今
後
、
町
会
・
町
内
会
の

自
主
防
災
訓
練
に
市
職
員
や
防
災
士

が
立
ち
会
い
、
実
施
内
容
を
確
認
す

る
体
制
の
検
討
を
し
て
い
く
。

０８
傍聴者の声 一括質問より一問一答の方がわかりやすい。

自
主
防
災
訓
練
の

あ
り
方
を
示
せ

安
否
確
認
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

整
備
す
る

・
不
妊
治
療
費
の

  

全
額
補
助

　
　
　
災
害
時
の
安
否
確
認
を
円
滑

　
　
　
に
進
め
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
し
、
町
会
・
町
内
会
で
の

ル
ー
ル
作
り
に
活
か
し
て
も
ら
う
。

　
　
　
町
会
・
町
内
会
の
自
主
防
災

　
　
　
訓
練
の
あ
り
方
を
示
せ

QA
　
　
　
市
内
の
モ
デ
ル
事
例
で
あ
る

　
　
　
共
助
の
取
り
組
み
の
「
隣
組
」

で
は
、
ご
近
所
ご
と
に
小
さ
な
グ

ル
ー
プ
を
決
め
、
災
害
時
に
は
自
発

的
に
安
否
確
認
を
行
い
、
町
会
・
町

内
会
に
情
報
を
集
約
し
共
有
を
図
る

こ
と
で
、
救
助
や
支
援
が
必
要
な
場

所
に
住
民
の
力
を
集
中
で
き
る
利
点

　
　
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

　
　
　
の
各
町
会
・
町
内
会
の
安
否

確
認
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り

効
果
が
上
が
る
自
主
防
災
訓
練
の
あ

り
方
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う

QA 答弁

こんな

質問も

卯
野 

修
三 

議
員

能
美
保
守
の
会

う
の

　
　
　

 

　し
ゅ
う
ぞ
う

▲町会・町内会で開催される自主防災訓練

市のさまざまな施策や課題等について、議員が自身の提案も含めて市の考えを聞くのが一般質問。

６月定例会で出された「67」の質問から、厳選した内容をダイジェストで紹介します。

12
名が
登壇

詳しい内容は
こちらから

※６月定例会の会議録は

　  ９月上旬に公開予定です

YouTube 会議録

一般質問
市
政
の

コ
コ
を

問
う
！

本紙掲載以外の質問については、
各議員のページに設置している
QR コードから YouTube でご覧
いただけます。

防災減災対策

p.12デジタル化の推進

インクルーシブシティ構想

その他

緑が丘の市道の復旧 p.10

安全安心のまちづくり

感震ブレーカーの普及 p.11

p.13九谷焼若手作家への支援

p.9旧辰口フラワーハウス跡地

p.11こども計画

子育て・住環境の充実

p.14ひとり親家庭への手当

p.9運転免許証返納者p.8自主防災訓練のあり方

p.10田んぼダムの今後の展開

p.12災害備蓄品の補充

p.13福祉と防災



運
転
免
許
証
返
納
者
の

家
族
に
も
支
援
を

バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
の

購
入
補
助
を
実
施
し
て
い
る

　
　
　
本
市
に
お
け
る
70
歳
以
上
の

　
　
　
運
転
免
許
証
所
持
者
は
、
令

和
５
年
度
末
時
点
で
6
7
1
9
人

と
、
市
全
体
の
運
転
免
許
証
所
持
者

の
約
19
％
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
者

の
運
転
に
伴
う
課
題
と
し
て
認
知

的
、
身
体
的
な
機
能
低
下
か
ら
の
事

故
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。

い
る
。
さ
ら
に
、
75
歳
以
上
や
障
害

の
あ
る
方
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域

福
祉
活
動
に
も
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
方
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
も
積

極
的
に
移
動
支
援
を
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
運
転
免
許
証
を
持
つ
70
歳

　
　
　
以
上
の
割
合
と
課
題
を
問
う

　
　
　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
の

　
　
　
配
偶
者
に
も
バ
ス
フ
リ
ー
パ

ス
券
を
交
付
せ
よ

QQ A
　
　
　
市
で
は
、
移
動
に
困
っ
て
い

　
　
　
る
市
民
全
員
を
対
象
に
バ
ス

フ
リ
ー
パ
ス
券
の
購
入
補
助
を
行
っ

て
お
り
、
特
に
65
歳
以
上
の
方
に
は
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
と
組
み
合
わ
せ
た

お
で
か
け
パ
ス
ポ
ー
ト
も
提
供
し
て

A 答弁

こんな

質問も

跡
地
の
計
画
概
要
が

固
ま
っ
た
段
階
で
相
談
を

　
　
　
地
域
の
賑
わ
い
拠
点
と
し
て

　
　
　
最
低
限
必
要
と
な
る
機
能
と

そ
の
規
模
感
、
ま
た
周
辺
観
光
と
の

相
乗
効
果
を
高
め
る
た
め
、
民
間
活

力
を
導
入
し
た
市
有
地
の
土
地
活
用

策
に
つ
い
て
、
今
年
度
を
目
標
に
民

間
事
業
者
を
公
募
し
て
い
き
た
い
。

事
業
者
選
定
後
は
、
事
業
者
の
進
捗

を
市
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
一

日
も
早
い
供
用
開
始
を
目
指
す
。

　
　
　
旧
辰
口
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス

　
　
　
跡
地
の
供
用
開
始
に
向
け

た
進
捗
状
況
を
問
う

Q　
　
　
辰
口
温
泉
ゆ
か
り
の
地
で

　
　
　
新
施
設
名
を
「
辰
口
温
泉
」

に
で
き
な
い
か
を
問
う

Q A

資
源
と
し
て
の
魅
力
や
賑
わ
い
を
創

出
す
る
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　
施
設
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
民
間

事
業
者
の
跡
地
活
用
の
計
画
概
要
が

固
ま
っ
た
段
階
で
関
係
者
と
相
談
し

て
い
き
た
い
。

A 答弁

こんな

質問も

０９

南
山 

修
一 流

和
の
み

議
員

み
な
み
や
ま

　し
ゅ
う
い
ち

　
　
　
辰
口
温
泉
は
、
開
湯
千
四
百

　
　
　
年
の
歴
史
と
安
ら
ぎ
に
浸
れ

る
金
沢
の
奥
座
敷
と
し
て
古
く
か
ら

こ
の
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
、
観
光

傍聴者の声 将来の能美市のより良い地域発展のために市民目線で頑張ってください。

山
下
　 

毅 

議
員

能
美
保
守
の
会

や
ま
し
た

　
　
　
　
　つ
よ
し

新
施
設
の
名
称
を
辰
口

温
泉
に
で
き
な
い
か

▲辰口温泉ゆかりの地の命名を

▲おでかけパスポート券

・
広
域
避
難
者

・
支
援
活
動

・
市
道
の
復
旧

一

般

質

問

・
相
続
登
記
の

  

義
務
化
と
影
響



１０

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
今
後
の

展
開
は

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
を

普
及
し
て
い
く

　
　
　
下
流
域
の
浸
水
被
害
の
軽
減

　
　
　
に
加
え
、
下
流
の
河
川
に
お

い
て
も
水
位
上
昇
が
抑
制
さ
れ
、
安

全
度
が
向
上
し
、
下
流
域
ま
で
幅
広

く
波
及
す
る
こ
と
か
ら
、
水
田
面
積

の
広
い
本
市
に
お
い
て
は
、
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
農
業
者

や
地
権
者
の
理
解
を
得
て
、
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
取
り
組
み
を
普
及
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
目
的
、
期
待

　
　
　
さ
れ
る
効
果
を
問
う

QA
　
　
　
今
年
度
予
算
で
は
、
市
内
の

　
　
　
４
農
家
、
計
８
筆
の
水
田
で

３
品
種
の
米
を
対
象
に
、
作
付
へ
の

影
響
を
検
証
す
る
実
証
実
験
を
実
施

す
る
。
石
川
県
と
Ｊ
Ａ
の
協
力
を
得

て
水
稲
へ
の
収
量
・
品
質
調
査
及
び

農
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
こ
の
実

　
　
　
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
実
証
実
験
の

　
　
　
具
体
的
な
内
容
及
び
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
問
う

QA 答弁

こんな

質問も

緑
が
丘
市
道
災
害

本
復
旧
の
見
通
し
は

年
内
復
旧
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む

　
　
　
本
復
旧
工
事
は
７
月
上
旬
に

　
　
　
契
約
予
定
で
年
内
の
現
地
完

成
を
目
指
す
。
工
事
に
伴
い
、
近
隣

住
民
へ
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
応
急
復
旧
工
事
に
よ
る

押
さ
え
盛
土
を
地
表
か
ら
機
械
を
用

い
て
地
盤
改
良
す
る
工
法
と
し
て
い

る
。
工
事
車
両
の
通
行
や
騒
音
、
振

動
等
に
つ
い
て
は
、
工
事
契
約
後
に

受
注
者
と
検
討
し
、
町
会
及
び
近
隣

住
民
へ
相
談
す
る
。

　
　
　
本
復
旧
工
事
の
見
通
し
と
近

　
　
　
隣
住
民
へ
の
影
響
を
問
う

QA
　
　
　
現
地
の
状
況
を
注
視
し
て
お

　
　
　
り
、
６
月
３
日
早
朝
に
発
生

し
た
地
震
の
際
に
も
変
状
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
町
会
へ
報
告
し
た
。

A 　
　
　
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
と
町
会
へ

　
　
　
進
捗
報
告
を
す
べ
き
で
あ
る

Q 答弁

水
防
パ
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
点
検
箇
所

に
位
置
づ
け
、
降
雨
中
は
現
地
の
状

況
を
逐
次
把
握
す
る
ほ
か
、
本
復
旧

工
事
の
施
工
中
は
受
注
者
と
連
携
し

常
時
監
視
す
る
。
町
会
へ
の
報
告
は
、

近
隣
住
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

傍聴者の声 より活発な意見と答弁を期待したい。

▲約 70ｍに渡るのり面崩落箇所

▲田んぼダムのしくみ

今
尾 

晃
司 流

和
の
み

議
員

い
ま
お

　
　
　
　
　こ
う
じ

山
本
　  

悟 流
和
の
み

議
員

や
ま
も
と

　
　
　

    

　さ
と
る

・
丘
陵
公
園
の
充
実

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
外
遊
び
の
充
実

こんな

質問も

・
旧
根
上
フ
ラ
ワ
ー

  

セ
ン
タ
ー
跡
地
活

　
用



子
ど
も
・
若
者
を
政
策

決
定
の
場
に

意
見
の
聴
取
と

分
析
を
行
い
、
熟
慮
す
る

・
住
宅
地
開
発

・
市
営
住
宅

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
各
種
計
画
に
加

　
　
　
え
、「
子
ど
も
・
若
者
計
画
」

を
包
含
し
た
「
こ
ど
も
計
画
」
の
策

定
を
目
指
し
て
お
り
、
策
定
に
当
た

り
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

は
、
新
た
に
中
学
・
高
校
生
の
保
護

者
と
市
内
在
住
の
中
学
生
か
ら
29
歳

の
若
者
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

　
全
て
の
子
ど
も
、
若
者
が
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
生
活
で
き
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
子
育
て
の

喜
び
を
実
感
で
き
る
能
美
市
を
目
指

す
「
こ
ど
も
計
画
」
を
策
定
す
る
。

　
　
　「
こ
ど
も
基
本
法
」
に
は
、

　
　
　
国
の
「
こ
ど
も
大
綱
」
に
沿
っ

て
、
各
自
治
体
が
子
ど
も
政
策
の
方

向
性
を
定
め
る
「
自
治
体
こ
ど
も
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て

い
る
。
能
美
市
の
取
り
組
み
を
問
う

Q 答弁

こんな

質問も

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
啓
発
を
図
れ

実
際
に
見
て
、
触
っ
て
、

確
か
め
て
も
ら
う

　
　
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
発

　
　
　
生
の
後
、
新
た
に
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
が
実
際
に
作
動
し
た
状
況

が
分
か
る
実
演
機
を
作
製
し
、
春
の

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
市
内
ス
ー

パ
ー
に
て
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
実
演

を
行
っ
た
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
火

災
予
防
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
効
果

が
高
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発

信
、
ま
た
各
町
会
・
町
内
会
の
防
災

訓
練
時
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
作
製
し
た
実
演
機
を
使
い
、
実

際
に
見
て
、
触
っ
て
、
確
か
め
て
も

ら
い
、
普
及
促
進
に
つ
な
が
る
広
報

活
動
を
行
い
た
い
。

　
　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
促

　
　
　
進
を
図
る
上
で
も
、
周
知
方

法
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
は
ど
う
か

QA

　
　
　
普
及
を
後
押
し
す
る
た
め
に

　
　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
補
助
金

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か

QA

答弁

１１

と
を
確
認
し
町
会
へ
報
告
し
た
。

　
　
　
進
捗
報
告
を
す
べ
き
で
あ
る

傍聴者の声 市政に真摯に向き合ってもらい、ありがたいです。

A

　
　
　
市
で
は
、「
こ
ど
も
計
画
」

　
　
　
の
策
定
を
進
め
、
当
事
者
に

お
け
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
子
ど
も
、
若
者
の
政
策
決
定
の

課
程
へ
の
参
加
を
熟
慮
す
る
。

A

中
村 

純
子 

議
員

能
美
保
守
の
会

な
か
む
ら

　
　
　

 

じ
ゅ
ん
こ

▲感震ブレーカーリーフレット

▲より明るい子どもの未来のために

仙
台 

謙
三 

議
員

公
明
党

せ
ん
だ
い

　
　
　
　け
ん
ぞ
う

・
個
別
避
難
計
画

・
能
美
根
上
駅
活
用

R6
年
度
イ
ベ
ン
ト

こんな

質問も

　
　
　
子
ど
も
、
若
者
を
政
策
の
方

　
　
　
針
決
定
の
場
に
参
加
さ
せ
る

機
会
を
設
け
よ

Q

　
　
　
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
る

　
　
　
県
内
自
治
体
の
状
況
や
、
今

後
の
市
民
の
関
心
度
及
び
ニ
ー
ズ
の

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
制
度
設
置

に
向
け
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問



１２

公
民
館
等
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

今
年
度
秋
頃
か
ら

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
予
定

　
　
　
今
年
度
は
秋
頃
か
ら
、
モ
デ

　
　
　
ル
事
業
と
し
て
、
市
内
数
か

所
の
自
治
公
民
館
等
と
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
介
護
事
業
所
を
診
療
場
所
と
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
予
定
し
て
い

る
。
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
時
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
通
信
問
題
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
、
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
機
器
の
操
作
に
つ
い
て
課
題
の

把
握
や
解
決
策
を
検
証
す
る
。

　
　
　
地
域
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館

　
　
　
等
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
受

け
ら
れ
る
環
境
整
備
を

QA　
　
　
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
を
拠
点
と

　
　
　
し
た
日
用
品
等
の
購
買
配
達

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
行
う
た
め
の
事
業
展
開
を

問
う Q

A

         

ス
マ
ー
ト
物
流
サ
ー
ビ
ス
は
、

　
　
　
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
生
活
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
意
図
し
て
お
り
、「
品
揃

え
」
と
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
」
の
２
つ
の
側
面
か
ら
効
果
的

に
な
る
よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答弁

こんな

質問も

被
災
地
の
教
訓
を

活
か
し
た
備
蓄
を

備
蓄
計
画
を
見
直
し

整
備
し
て
い
く

答弁
　
　
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

　
　
　
発
災
直
後
か
ら
、
被
災
地
か

ら
の
要
請
に
応
じ
、
市
の
災
害
備
蓄

物
資
の
支
援
を
行
っ
た
。

　
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ
た
職
員
の

意
見
を
反
映
し
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

は
利
用
者
の
転
落
防
止
規
格
へ
サ
イ

ズ
ア
ッ
プ
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
天

井
つ
き
の
遮
音
性
に
優
れ
、
組
み
立

て
や
す
い
形
式
を
選
定
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
間
、
水
洗
ト
イ
レ
が

使
え
な
い
、
哺
乳
瓶
が
清
潔
に
洗
え

な
い
等
の
声
が
多
く
届
い
て
い
た
こ

と
か
ら
、
簡
易
ト
イ
レ
袋
及
び
使
い

捨
て
哺
乳
瓶
を
緊
急
整
備
す
る
。

　
令
和
４
年
８
月
大
雨
や
令
和
６
年

　
　
　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

　
　
　
被
災
地
支
援
に
よ
り
、
不
足

し
た
災
害
備
蓄
物
資
の
補
充
は
被
災

地
の
教
訓
を
活
か
し
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か

QA

能
登
半
島
地
震
で
の
事
態
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
全
国
で
発
生
し
た
主
な

災
害
で
の
避
難
対
応
の
調
査
と
分
析

を
通
し
、
能
美
市
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
備
蓄
体
制
が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
、
備
蓄
計
画
を
見
直
し
、
災
害
備

蓄
品
を
整
備
し
て
い
く
。

▲段ボールベッドで窮屈に過ごす避難者

▲公民館でのオンライン診療イメージ

荒
井 

昌
宏 

議
員

能
美
保
守
の
会

あ
ら
い

　
　
　
　

 

ま
さ
ひ
ろ

田
中 

策
次
郎 

議
員絆

た
な
か

　
　
　
　
　

 

さ
く
じ
ろ
う

・
生
理
の
貧
困

・
男
女
共
同
参
画

こんな

質問も

・
地
域
通
貨
を
活
用

　
し
た
施
策

自宅

オンライン

医師公民館等

移動



九
谷
焼
若
手
作
家
へ
の

支
援
は

公
募
展
の
ほ
か
販
路
拡
大
を

支
援
す
る

　
　
　
若
手
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、

　
　
　
そ
の
育
成
や
伝
統
産
業
九
谷

焼
の
技
術
継
承
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
、
公
募
展
を
企
画
し
た
。
作

品
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
販
路

拡
大
も
支
援
し
た
い
。
若
い
担
い
手

が
夢
に
向
か
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

移
住
・
定
住
や
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
遅
く
と
も
８
月
上
旬
ま
で
に

　
　
　
開
催
し
、
秋
頃
ま
で
に
公
募

展
の
詳
細
な
内
容
を
取
り
ま
と
め
る
。

　
　
　
準
備
委
員
会
の
実
施
は
い
つ

　
　
　
頃
を
予
定
し
て
い
る
か

　
　
　
公
募
展
開
催
に
よ
る
効
果
を

　
　
　
ど
の
よ
う
に
見
込
む
か

QA

QA

　
　
　
令
和
７
年
度
の
秋
の
茶
碗
ま

　
　
　
つ
り
と
同
時
期
開
催
す
る
方

向
で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
企

画
内
容
や
応
募
規
定
等
を
決
め
た
い
。

A
　
　
　
公
募
展
は
ど
の
程
度
の
規
模

　
　
　
で
の
開
催
を
想
定
す
る
か

Q 答弁

福
祉
と
防
災
、
双
方
の

視
点
を
融
合
す
べ
き

関
係
部
局
が
連
携
し
た

防
災
対
策
を
図
る

　
　
　
水
害
や
地
震
な
ど
大
規
模
災

　
　
　
害
が
発
生
し
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
地
域
福
祉
に
求
め
ら

れ
る
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
る
。
計

画
の
数
値
目
標
の
進
捗
状
況
を
中
間

評
価
し
、
具
体
の
取
り
組
み
内
容
を

検
証
す
る
。

　
　
　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
き

　
　
　
生
き
」
と
「
プ
ラ
チ
ナ
」
の

よ
う
に
輝
き
、
人
生
1
0
0
年
時
代

の
価
値
あ
る
真
の
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
３
層
の
支
援
体
制
を

進
め
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

シ
テ
ィ
構
想
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

　
　
　
第
四
次
能
美
市
地
域
福
祉
計

　
　
　
画
は
見
直
す
の
か

　
　
　
第
９
期
い
き
い
き
プ
ラ
チ
ナ

　
　
　
プ
ラ
ン
を
問
う

QQ A

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
　
や
避
難
所
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
取
り
組
む
。
防
災

部
局
と
他
部
局
と
の
連
携
で
、
要
配

慮
者
に
係
る
防
災
対
策
を
強
化
す
る
。

　
　
　
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
し

　
　
　
た
防
災
対
策
を
問
う

QA

A 答弁

１３

北
村 

周
士
議
員

能
美
保
守
の
会

き
た
む
ら

　

     

し
ゅ
う
じ

捨
て
哺
乳
瓶
を
緊
急
整
備
す
る
。

月
大
雨
や
令
和

▲能美市防災センター４階の防災コーナー

▲市内在住の若手作家の九谷焼作品

澤
田
　 

貞 

議
員

清
風

さ
わ
だ

　
　
　
　
　
　た
だ
し

・
災
害
関
連
死
や

孤
立
解
消

・
避
難
所
の
ト
イ
レ

こんな

質問も

・
手
取
川
水
害
90
年

  

事
業

・
能
美
暮
ら
し
の
家

こんな

質問も

一

般

質

問



１４

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

福
祉
手
当
は
継
続
せ
よ

児
童
手
当
等
で
支
援
さ
れ

る
た
め
廃
止
す
る

答 弁

こんな

質問も

　
　
　
本
年
10
月
か
ら
児
童
手
当

　
　
　
が
、
11
月
か
ら
は
児
童
扶
養

手
当
が
拡
充
さ
れ
、
経
済
的
支
援
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
。

　
　
　
市
は
ひ
と
り
親
等
に
月
２
０

　
　
　
０
０
円
福
祉
手
当
を
支
給
し

い
て
い
る
が
、
今
な
ぜ
廃
止
な
の
か

QA
　
　
　
子
ど
も
の
医
療
窓
口
費
無
料

　
　
　
化
や
学
校
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
子
育
て
支
援
を
切
れ
目
な

く
総
合
的
に
行
っ
て
い
く
。

A 　
　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
45
％
が

　
　
　
相
対
的
貧
困
層
で
あ
る
。

現
金
を
含
め
た
支
援
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う

Q　
　
　
加
賀
東
芝
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

　
　
　
ス
㈱
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
使
用
し

て
い
る
の
か

Q

A
　
　
　
現
在
少
量
な
が
ら※

Ｐ
Ｆ
Ａ

　
　
　
Ｓ
を
使
用
し
て
お
り
、
専
門

業
者
に
よ
っ
て
産
廃
処
理
さ
れ
、
事

業
所
外
の
排
水
に
は
流
し
て
い
な
い

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

排
水
の
水
質
調
査
の
結
果
は
水
質
汚

濁
防
止
法
の
規
制
値
内
で
あ
る
。

▲笑顔で子育てできるまちづくりへ

近
藤 

啓
子 

議
員

日
本
共
産
党

こ
ん
ど
う

　
　
　
　

 

け
い
こ

能美スマートインクルーシブシティ構想

についての勉強会を開催しました！
令和６年 6 月 18 日に議員協議会を開催し、能美スマート

インクルーシブシティ構想についての勉強会を行いました。

執行部からスマートインクルーシブシティの概要とこれま

での実施事業の内容、今後実施を予定している事業の説明

があり、事業についての理解を深めました。

勉強会の様子

・
地
下
水
の
保
全

・
児
童
手
当
の
財
源

  

問
題

ピ
ー
フ
ァ
ス

※PFAS とは有機フッ素化合物の総称で、人体に対してコレステロール値上昇、発がん、免疫系等との関連が報告されている。

Q スマートインクルーシブシティ構想とは？

A デジタル技術と市民力の融合によって、だれ一人取り残されないスマートであたたかな

　能美市を目指すことです。

Q 具体的にどのようなことが進められているのか？

A 自治公民館等の Wi-Fi 整備、自治公民館でのオンライン診療、ネットや電話で注文した

　日用品を自治公民館に配送してもらうスマート物流等の仕組みを作っています。



委

員

会

レ

ポ

ー

ト

委員会レポート

政策提言の実現に向けて

地域と連携した産業観光

一関市議会の視察の様子

ソ

　
　
　エ

どちらの一般社団法人も産業観光を軸にしており、地域と人

をどのようにして結び付けているのかという点と、何か新し

く観光資源をつくるのではなく既にある地域資源をどのよう

に観光資源として磨き上げるかという点が重要だと感じた。

また、やはり熱量のある地域と人と観光を結びつける事がで

きるキーパーソンとなる人材が必要だと実感した。

当
委
員
会
で
は
本
年
「
観
光
と
交
流
の
推
進
」
を
所
管
事
務
調
査
と

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
産
業
観
光
の
面
で
地
域
と
協
力
し
て
観
光

振
興
を
行
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人 

Ｓ
Ｏ
Ｅ（
福
井
県
鯖
江
市
）
と

一
般
社
団
法
人
富
山
県
西
部
観
光
社 

水
と
匠
（
富
山
県
砺
波
市
）
の

２
社
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
視
察
日
：
令
和
６
年
５
月
22
日
・
23
日
）

能
美
市
議
会
に
お
い
て
政
策
提
言
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
政
策
提
言
・

政
策
立
案
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
を
図

る
こ
と
」
と
「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
図
る
こ
と
」
の
２
つ
を
目

的
に
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
一
関
市
議
会
、
奥
州
市
議
会
の

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
　
　（
視
察
日
：
令
和
６
年
５
月
９
日
・
10
日
）

両市議会とも常任委員会を実施主体とした政策提言の手法を

採られているという点が参考となった。一関市議会では、提

言した政策が実施されていない場合のフォローアップとして、

常任委員会単位での代表質問の制度を導入しており、奥州市

議会では、「政策決議提案」という独自の手法で、より実効性

を高めた政策提言を行っていた。これらの取り組みを参考に、

能美市議会の実情に合った手法を検討していきたい。

富山県西部観光社 水と匠の視察の様子

今回は所管事務調査と行政視察の内容

をお伝えします。現状や課題を調査研

究し、市への提言につなげます。

総務産業
常任委員会

議会活性
特別委員会

調査研究テーマ「観光と交流の推進について」

視察先・テーマ
岩手県一関市：政策提言について

岩手県奥州市：政策サイクルについて

所 感

１５

所 感



高
齢

者
や

視
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電子版も読めます！本会議のライブ・録画映像などを配信中！

次回の定例会は　　  　　　　　　　　　　　　　　　です9 月 6 日 ( 金 ) 開会予定

能美市議会公式YouTubeチャンネル

詳しくは市議会ホームページをご覧ください

能
美
の

お
人
柄

の

　
　
　み

［ 委員長 ］

［ 委　員 ］

［ 副委員長 ］

北村 周士 　  澤田 　貞

　　　　　　中村 純子 　  荒井 昌宏 　  　　　　
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今
回
は
、
能
美
市
で
ボ
デ
ィ
ケ
ア
サ
ロ
ン
を
営
み
な
が
ら
、

「
田
ん
ぼ
体
験
」
の
活
動
を
し
て
い
る
後
藤
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

能
美
市
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

後藤　啓太 さん
＃6

ケ
イ
シ
ー
さ
ん
の
自
宅
に
て

田

ん

ぼ

体

験

を

始

め

た

き
っ
か
け
は

仕
事
の
修
業
期
間
中
に
気

持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
た

時
期
が
あ
り
、
そ
の
時
に

田
ん
ぼ
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
が
あ
っ
て
、
自
然

に
触
れ
る
こ
と
で
元
気
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
初
は
趣
味
の
よ

う
な
も
の
で
し
た
が
、
次

第
に
仲
間
が
増
え
て
い

き
、
外
部
の
人
向
け
の
体

験
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
体
験
に
は
ど
の
よ

う
な
方
が
参
加
し
て
い
ま

す
か

特
に
多
い
の
は
県
内
南
加

賀
の
方
で
す
が
、
去
年
か

ら
市
企
画
地
域
振
興
課
と

連
携
し
た
移
住
体
験
ツ

ア
ー
の
参
加
者
も
田
ん
ぼ

体
験
に
参
加
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
中

心
で
す
が
、
個
人
の
方
も

増
え
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
体
験
を
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
こ
と
は

参
加
者
の
方
が
体
験
を
通
し

て
、
自
然
と
触
れ
合
う
こ

と
で
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い

で
す
ね
。

今
後
の
夢
や
展
望
は

自
分
自
身
苦
し
い
時
に
「
自

然
」
に
助
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
、
田
ん

ぼ
体
験
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
里
山
地
区
の
自
然
、

景
観
を
維
持
し
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
と
触
れ
合
い

な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る

場
所
を
残
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
能
美
市
に
期

待
す
る
こ
と

能
美
市
の
魅
力
は
里
山
・

里
海
が
身
近
に
あ
り
な
が

ら
、
町
と
も
距
離
が
近
く
、

生
活
に
不
便
が
な
い
、
自

然
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
金
沢
市
や
小
松
市

等
の
県
内
の
都
市
部
と
も

ア
ク
セ
ス
が
良
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
と
町

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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今
号
で
は
令
和
６
年
６

月
定
例
会
の
内
容
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
能
登
半
島

地
震
か
ら
半
年
が
経
過

し
、
補
正
予
算
で
も
復
旧
・

復
興
に
係
る
経
費
が
計
上

さ
れ
、
市
内
の
被
災
か
所

も
元
の
姿
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
根
上
り
七
夕
ま

つ
り
に
は
能
登
の
御
陣
乗

太
鼓
の
皆
さ
ん
が
お
見
え

に
な
り
、
そ
の
伝
統
の
技

を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
鬼
の
面
の
気

迫

で
、
雨

も
、
地

震

も
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
を
も
退
散

さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
！
（
北
村
　
周
士
）

編

集

後

記

ご と う 　 　   け い た

能
美
市
の
豊
か
な
自
然
を

 
後
世
の
子
ど
も
た
ち
に
も

  
残
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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